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　本冊子において提供される情報には、現在における計画、予測、戦略等日本ケミファの将来の見通しが含まれています。これらの
見通しは、現時において入手可能な情報に基づき判断したものです。従って、実際の業績は、様々なリスクや不確実性の影響を受け
るものであり、これらの見通しと大きく異なる結果となる可能性があることをご了承ください。将来の見通しに影響を与えうる要素
には、日本ケミファの事業領域を取り巻く経済・事業・競争環境の変化や薬事法その他の関連法規制の改正等がありますが、これら
に限定されるものではありません。

将来予測に関する記述とリスク要因
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Brief Check of FY 2009
増収増益決算
　売上高は前期比 7.5% の増収、損益面では、営業利益が同 32.2% 増、経常利益、

当期純利益ともに同 60%以上の増益となりました。これは、DPC病院＊拡大に伴う

需要増や保険薬局での売上伸長を背景としてジェネリック医薬品が同 21.8% の増

収になったことに加え、前期より継続して取り組んできた経費適正化の効果等によ

り収益性が向上したことによるものです。

日本薬品工業子会社化
　2009 年 12 月にランバクシー社との包括的業務提携関係を解消するとともに、日

本薬品工業の株式 50%の買い戻しを行いました。これにより同社を子会社化し、

当社グループとして開発・生産機能のさらなる強化、効率化を目指すこととなりま

した。なお、これにより、同社は第 4四半期以降、連結子会社となりました。

2011 年 3月期はジェネリック医薬品売上高 30%増収を見込む
　政府による促進策の追い風を受けジェネリック医薬品の更なる需要拡大が見込ま

れることから、ジェネリック医薬品の売上高は 2010 年 3 月期比 29.8% の増収を見

込んでおります。その結果、連結売上高は同 20.1% の増収、営業利益、経常利益、

純利益いずれも同 2倍以上の増益を見込んでおります。

　尚、今期業績予想には 2010 年 5 月 11 日付で公表した日本薬品工業の完全子会

社化及び当社茨城工場分社化による影響を加味しております。

* DPC とは Diagnosis Procedure Combination の略。急性期入院患者の診療報酬について出来高払いではなく、診断群分類に従った
定額払いをする包括評価制度のこと。

連結実績の推移
売上高 営業利益 当期純利益
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財務ハイライト（連結）

（百万円）
 2006 年 3 月期 2007 年 3月期  2008 年 3 月期 2009 年 3月期 2010 年 3月期

損益計算書データ：
　売上高 20,499 20,966 20,918 22,307 23,982
　営業利益 1,632 1,395 1,170 580 767
　税金等調整前当期純利益 2,705 946 917 497 557
　当期純利益 2,122 366 390 168 270
　研究開発費 1,462 1,464 1,317 1,427 1,722

一株当たり情報：
　当期純利益 ( 円 ) 55.57 9.59 10.22 4.41 7.10
　純資産 ( 円 ) 176.02 177.36 181.99 179.55 185.22
　配当金 ( 円 ) － 2 3 3 3

貸借対照表データ：
　総資産 22,842 21,040 21,764 24,696 29,600
　純資産 6,722 6,771 6,943 6,847 7,865
　発行済株式数（千株） 38,522 38,522 38,522 38,522 38,522
　従業員数 ( 名 ) 603 575 591 624 714

レシオ：
　営業利益率 (%) 8.0 6.7 5.6 2.6 3.2
　ROE (%) 37.8 5.4 5.7 2.4 3.9
　自己資本比率（%） 29.4 32.2 31.9 27.7 23.9

研究開発費 設備投資額 株主構成比
（2010 年 3月 31 日現在）
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株主・投資家の皆さまへ
　日本ケミファは、新薬メーカーでは他社に先駆けて 2000 年よりジェネリック医

薬品を事業の柱として取り組んでまいりました。そのアドバンテージを生かし、確

かな品質のジェネリック医薬品を安定的に供給することに加え、質の高い情報提供

活動を行うことによって、ジェネリック医薬品の信頼を高め、普及を促進し、ひい

ては国民医療費の抑制に貢献したいと考えております。

　また、当社は、ジェネリック医薬品事業に加えて「高尿酸血症領域のフロントラ

ンナー」と「探索に特化した創薬研究」という 3つのミッションを掲げております。

先ずは、現在注力しているジェネリック事業の手ごたえを掴みとるとともに、第 2、

第 3のミッションにも果敢に挑戦していきたいと考えております。

　おかげさまで、当社は 2010 年 6 月に創立 60 周年を迎えることができました。

これもひとえに株主の皆さまのご支援の賜物であると厚く御礼申し上げます。これ

からも末長く皆様の変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。

2010 年 8月

代表取締役

代表執行役員社長
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　ここ数年、利益率の高い主力品とジェネリック医薬品の売上構成の急激な変化に

よって原価率が上昇し、減益傾向が続いておりました。しかし、順調にジェネリッ

ク医薬品売上が拡大してきたことに加え、2年前から全社を挙げて収益改善活動に

取り組み固定費を圧縮する努力を継続してきた結果、ジェネリック医薬品の増収が

ダイレクトに増益へ結びつく利益体質へと転換しつつあります。

　更に利益体質を強化するためには、引き続きジェネリック医薬品の売上を拡大す

るとともに、売上原価を抑制し、販売管理費をコントロールする必要があります。

売上拡大については、3年後の 2013 年 3 月期においてジェネリック医薬品の売上

高を 300 億円とすることを目指しています。また、原価抑制への大きな施策として、

当社の茨城工場を子会社の日本薬品工業に吸収分割し、グループの生産機能を集約

し効率化する取り組みを進めています。販売管理費適正化への取り組みも継続し、

収益体質改善に努めてまいります。

茨城工場分社化のねらいをもう少し詳しく教えてください。

Answer:

Question: 2
当社グループ生産体制の集約・効率化によって、より競争力のある製品
提供を目指します。

　当社が新薬メーカーの特色や強みを生かしつつ、今後ますます競争が激化する

ジェネリック医薬品市場で成功を収めるためには、グループ全体でジェネリック医

薬品事業の生産性及び効率性の向上を不断に追及し、事業構造の改革を強力に推し

進めていくことが必須であると考えています。

　しかしながら、これまでは当社グループのジェネリック医薬品事業に関するリ

ソースが、当社とランバクシー社（インド）との合弁会社であった日本薬品工業に

分割されており、そのような取り組みを迅速に実施することが難しい状況にありま

した。

社長インタビュー

近年、ジェネリック医薬品の伸長に伴う売上構造の変化に対し、
どのような取り組みをしてきたのでしょうか。

Answer:

　ジェネリック事業を経営の柱としてから 10 年目。経営資源をジェネリッ

ク事業に集中させてきた日本ケミファの現状と今後について社長の山口一城

がご説明いたします。

Question: 1

売上拡大と販売管理費の適正化による利益体質への転換に手ごたえを感
じています。

株主・投資家の皆さまへ
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来期 2011 年 3月期の取り組みはどのように考えていますか？

Answer:

　当社はここ数年、ジェネリック医薬品売上を市場成長の約 2倍の伸長率で拡大さ

せており、来期も前期比 29.8% の増収を目標としています。来期はジェネリック

医薬品使用促進策による需要の拡大が見込まれるとともに、順調に売上を伸ばして

いるアムロジピンの貢献に加え、新たに 16 品目の発売を予定しており、それらが

売上拡大をけん引するものと考えております。

　今後もジェネリック医薬品の成長ドライバーとして期待される病院市場と調剤薬

局市場ですが、病院市場に関しては、DPC病院を中心に引き続き積極的に取り組ん

でいく予定です。具体的には、東京、名古屋、大阪にMRを重点配置し大市場への

取り組みを強化するとともに、毎回 200 名以上の参加があるDPC マネジメント研

究会の活用や、DPC タイムズ、Medical Doctor 等の情報誌による定期的な情報提

供等を通じて、DPC病院へのきめ細やかな営業活動を継続して実施します。

　また、調剤薬局市場に関しては、従来からの当社MRによる定期訪問や、チェー

ン各社への組織的な提案に加え、ダイレクトメールやWEB を活用したマスマーケ

ティングにも力を注ぎつつ、流通卸からの協力を得ることで効率的かつ効果的なア

プローチを図ってまいります。

　次に主力品に関しては、ウラリット錠を素錠からフィルムコーティング錠へ製剤

改良いたしました。これにより患者さんのコンプライアンス向上につながるものと

考えており、販促活動に活用いたします。しかし残念ながら、ソレトン、カルバン

は競争激化による減収は不可避と考えています。従来同様に情報提供や営業活動を

Question: 3
ジェネリック医薬品の伸長と日本薬品工業の連結化によってさらなる
増収増益を目指します。

　そのような状況下、当社は 2009 年 12 月 8 日にランバクシー社との包括的資本

業務提携関係を解消し日本薬品工業を子会社化し、それを機に、当社茨城工場を会

社分割により日本薬品工業に承継させ、高品質でコスト競争力のある製品を供給で

きる体制を整えることとしました。

　これにより、新薬を製造してきた当社茨城工場の品質・製造に関するノウハウと、

これまで当社グループでジェネリック医薬品製造の中核を担ってきた日本薬品工業

のノウハウを融合し、同社を新薬のみならずジェネリック医薬品事業においても高

い市場競争力を持つ生産拠点として再編していく所存です。

株主・投資家の皆さまへ
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3 年後に連結営業利益率 12%以上を目指すと聞いていますが、
具体的にどのような施策を考えていますか？

Answer:

Question: 4

ジェネリック医薬品売上増とコストコントロールの徹底によって、12％
以上の営業利益を目指します。

　2010 年問題と言われていますように、2011 年 3月期以降、大型先発医薬品が次々

と特許満了を迎える予定です。当社ではこれら特許切れが見込まれる先発医薬品か

ら、2010 年度には 9 成分 16 品目、2011 年度には 12 成分 24 品目、2012 年度に

は 6成分 13 品目を上市する予定です。そして、そのほとんどが共同開発を含む自

社開発品であり、売上高だけでなく利益への貢献も期待しています。現在ジェネ

リック医薬品売上に占める自社品の割合は 40%ですが、2013 年 3 月期までにそれ

を 50%まで高める予定です。

　また、経費適正化への取り組みの継続により、固定費をしっかりとコントロール

できる体制も整いました。

　当社は、2010 年 3 月期において主力品とジェネリック医薬品の売上構成変化に

対応する利益構造変革にほぼ目途を付け、来年度以降は損益分岐点を越えて売上高

の増収が利益に直接結びつく利益体質に転換できたと考えています。今後発売予定

の大型ジェネリック医薬品の売上をしっかりとつかみ取るとともに、経費を適切に

コントロールすることにより、営業利益率 12%は達成できるものと考えています。

継続し計画達成に努めてまいります。

　なお、来期は昨年子会社化した日本薬品工業の売上高と利益がフルイヤーで連結

されます。これによる増収増益効果が当社の業績のポジティブファクターとなる見

込みです。

株主・投資家の皆さまへ
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Financial Focus
ジェネリック医薬品売上構成比
　医療用医薬品売上高に占めるジェネリック医薬品の構成比は年々上

昇を続けております。2006 年度に初めてジェネリック医薬品の売上

高が 50%を超えましたが、2010 年 3月期は 67.1%がジェネリック医

薬品となりました。2011年3月期には売上高の70%以上がジェネリッ

ク医薬品になる見込みです。

売上原価の上昇要因
　売上原価の対売上高比率は前期比で 1.1 ポイントの上昇となりまし

た。その要因は3つあります。1つは製品の構成変化による影響です。

ジェネリック医薬品の売上構成比率が 61.2% から 67.1% と 5.9 ポイ

ント上昇した影響により、売上原価率が約 1.5 ポイント上昇いたしま

した。加えて関係会社の原価上昇による影響で、原価率が 0.3 ポイン

ト上昇いたしました。

　以上により、前期比で 1.8 ポイント原価率が上昇しましたが、日本

薬品工業を第 4四半期より連結決算に取り込んだ効果が△ 0.7 ポイン

ト程の影響を及ぼした結果、当期の原価率は47.7%(同 1.1ポイント増 )

となりました。

経費の効率化
　売上高が前期比 7.5% の増収となった一方、経費適正化の取り組み

により販売管理費を同 3.8% の増加に抑えることができたため、販売

管理費比率を 1.7 ポイント改善することができました。

　今後も販売管理費を売上高の成長率の範囲内にコントロールしてい

くことによって、販売管理費比率を低下させていく予定です。

2009 年 3月期 2010 年 3月期
広告宣伝費 278 216
交際費 284 162
事務消耗品費 106 62
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フリーキャッシュ・フローについて
　当期のフリーキャッシュ・フローは 439 百万円のプラスに転じまし

た。

　これは、営業活動によるキャッシュ・フローが主に減価償却前利益

1,252 百万円（税引前当期純利益 557 百万円＋減価償却費 695 百万円）

の影響により 1,889 百万円となる一方で、日本薬品工業を連結子会社

としたことによる株式取得△ 868 百万円、茨城工場の設備投資等の有

形固定資産の取得△ 647 百万円等により、投資活動によるキャッシュ・

フローが△ 1,450 百万円となったことによるものです。

2011 年 3月期予想
　2011 年 3 月期予想につきましては、売上高は 28,800 百万円（当期比 20.1％増）

を見込んでおります。営業利益は1,600百万円（同2倍）、経常利益は1,400百万円（同

2.4 倍）、当期純利益は 600 百万円（同 2.2 倍）と利益については 2倍以上の増益を

目指しております。

　2011 年 3 月期はジェネリック医薬品の売上構成が 70%を超え、今後もさらにそ

の比率が上昇する見込みです。継続的に原価低減や固定費の伸びを抑制することに

よって、今後着実に利益率も向上していくものと考えています。

2010年 3月期 2011年 3月期

金額 構成比 (%) 金額 構成比 (%) 増減率 (%)

売上高 23,982 100.0 28,800 100.0 20.1
（内、NPI*子会社化影響分） （約 200） － － － －
（内、NPI子会社化および

工場分社化影響分） － － （約 1,200） － －

営業利益 767 3.2 1,600 5.6 2 倍
（内、NPI*子会社化影響分） （約 50） － － － －
（内、NPI子会社化および

工場分社化影響分） － － （約 600） － －

経常利益 587 2.4 1,400 4.9 2.4 倍
当期純利益 270 1.1 600 2.1 2.2 倍

Financial Focus

2009年
3月期

△6,000

△4,000

△2,000

0

2,000
（百万円）

3,261

   1,889

2010年
3月期

△5,002

439

投資活動によるキャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フロー
フリーキャッシュ・フロー

1,450

1,741

フリーキャッシュ・フローの推移について
（連結）   

2011 年 3月期業績予想（連結） （百万円）
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Generics Expansion
ジェネリック医薬品（2010年3月期実績詳細）
　当期のジェネリック医薬品売上高は病院市場における好況、ジェネ

リック医薬品の使用促進策による保険薬局市場での売上拡大、アムロ

ジピンの更なる売上拡大、新製品の上市といった 4つの要因により、

14,360 百万円と対前期比で 21.8%の増収となりました。

病院での実績推移
　DPC 病院におけるジェネリック医薬品需要の拡大を受け、

当社ジェネリック医薬品売上高（処方せんベース）の 4割を

占める病院向けの売上高は前期比 27.8% の増収となりまし

た。

　特にターゲットとして当社が注力している DPC 病院での

ジェネリック医薬品売上高は、前期比約 40%と大幅な増収

となり、当社の病院向けジェネリック医薬品売上高の約 6割

を占めるまでに成長いたしました。今後も DPC 病院におい

ては、ジェネリック医薬品の使用が更に進むことが予想され

ており、引き続き重要なターゲットとして取り組みを強化し

てまいります。

その他病院
約 40％ DPC対象・

準備病院
約 60％

病院におけるジェネリック医薬品売上に占める
DPC病院（対象・準備病院）での売上

DPC対象・準備病院
前期比約 40％の増収

区分 前期比 売上構成比

病院 127.8％ 約 40％

開業医 117.8％ 約 60％

合計 121.6％ 100.0％

保険薬局での実績推移
　ジェネリック医薬品の使用促進策において、診療報酬上のインセン

ティブが保険薬局を中心に設定されていることの影響を受け保険薬局

でのジェネリック医薬品市場は急成長しています。当社においても、

当期の保険薬局におけるジェネリック医薬品の売上高は前期比約30%

の増収となり、過年度に引き続き当社のジェネリック医薬品売上の拡

大における大きな要因となりました。

　また、全国に 52,000 軒あると言われている保険薬局への当社ジェ

ネリック医薬品カバー率も 2010 年 3 月現在では約 58%となり、順

調に推移しております。

処方せん発行元ベースでの売上高推移

各会計期間毎の薬局向けジェネリック医薬品
売上高前年同期間比の推移（2010 年 3月期）

0

120

130

140
（％）

134.4

125.9
127.5

131.8

1Q
（4～6月）

2Q
（7～9月）

3Q
（10～12月）

4Q
（1～3月）

アムロジピン錠「ケミファ」
（2008年 7月発売）
の影響による増加

5月、11月
アムロジピンOD錠「ケミファ」等

17品目を発売

4月以降のジェネリック
使用促進策への対応
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保険調剤薬局への取り組み

広域チェーン、エリアチェーンへの対策
　チェーン内でのメーカー推奨の獲得

定期的な情報誌の提供
　（PHARMACY DIGEST）

Web サイト（薬剤師向けコンテンツ）の活用

制度改定に合わせたツールの充実
　患者さん説明用ポスター、下敷き、POPなど

くすり相談窓口の独立組織化
　薬剤師からの問い合わせに、質の高い情報提供を図るため
　の体制強化

アムロジピン「ケミファ」
　当社の主力ジェネリック医薬品であるアムロジピン「ケミファ」は、

従来の普通錠に加え、2009 年 11 月に口腔内崩壊錠（OD錠）を発売

しました。その売上を加え、当期の売上高は 1,838 百万円（対前期比

約 2倍）となり、当社ジェネリック医薬品の増収に大きく寄与いたし

ました。

新製品の上市
　当期も 5月および 11 月に合計 17 品目の新製品を発売し、当社の

取扱い品目数も約 150 品目となりました。

Generics Expansion

一般名 規格 先発名

アムロジピンOD 5mg・10mg ノルバスク・アムロジン
メロペネム 0.25g・0.5g メロペン
サルポグレラート 50mg・100mg アンプラーグ
レバミピド 100mg ムコスタ

一般名 規格 先発名

レボフロキサシン 100mg クラビット
ビカルタミド 80mg カソデックス
アレンドロン酸ナトリウム 5mg ボナロン・フォサマック

保険薬局における当社ジェネリック医薬品の
カバー状況推移

アムロジピン「ケミファ」の売上高予想

5月新規薬価収載品目

11月新規薬価収載品目

その他規格追加等を含め、合計 17 品目を上市

0

2,000

3,000
（百万円）

1,000
915

1,838

2,550

約2 倍

約1 .4 倍

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期（予想）

0

25,000

30,000
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* 全国の保険調剤薬局を 52,000 軒として試算

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

約45％

約54％

約58％
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ウラリットへの取り組み
フィルムコーティングによる製剤改良
　「高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン」の発刊以降、尿アルカリ化療法に対す

る認識が高まっています。尿アルカリ化にお使い頂いているウラリット配合錠を、

2010 年度中に素錠からフィルムコーティング錠へと変更いたします。この改良に

より飲みこみやすく、味のマスキングができるようになり、患者さんのコンプライ

アンス向上へとつなげるとともに、他社製品との差別化を図りプロモーションを強

化してまいります。

ウラリットに関する臨床研究
　現在、高尿酸血症および酸性尿をテーマとした臨床研究が進んでおります。それ

ら研究に加え、学会等における最新の報告等、新しい情報を医師・薬剤師をはじめ

とする医療関係者に提供することで高尿酸血症治療における酸性尿改善の意義を啓

発してまいります。

テーマ 進捗状況

アロプリノールとの併用意義
前年に続き、2009 年のMSRF* においてもMet’S** を背景とする患者
でのウラリット併用意義について追加報告。 
エンドクリーンリサーチ（Endocrine Research）に掲載予定。 

メタボリックシンドロームと
酸性尿の関連 

疫学データに基づくMet’S と酸性尿の相関関係に関する研究。 
今期、海外誌投稿予定。 
なお、本メカニズムの解明に向け、基礎段階でのデータを取得中。

こむら返りに対する効果 データ収集が完了。秋頃に論文投稿予定。

尿路結石の予防に関する研究 現在、数テーマが進行中。2012 ～ 2013 年 3月期中には論文を数報
ほど投稿見込み。 

* 高尿酸血症・メタボリックシンドロームリサーチフォーラム
** メタボリックシンドローム

ウラリットに関連する主な臨床研究
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中期経営計画
　2007 年 5 月に公表した中期経営計画「Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ飛躍」（2008 年 3 月期～ 2012 年 3 月期）の当初 3ヵ

年が経過したことを受け、過去 3ヵ年の当社の業績ならびに市場環境の変化等を考慮し、最終 2ヵ年（2011 年 3 月

期～ 2012 年 3月期）の数値計画の見直しを行いました。

　市場競争が熾烈化する昨今ではありますが、計画の達成に向けて全力で取り組んでまいります。

中期経営計画における見直し後の数値計画
　中期経営計画における見直し後の数値計画では、ジェネリック医薬品の販売強化

に最注力することで、本計画の最終年度である2012年3月期連結売上高を342億円、

営業利益を38億円、経常利益を35億円、当期純利益を20億円と見込んでおります。

2010年 3月期 2011年 3月期 2012年 3月期

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

売上高 239.8 100.0% 288.0 100.0% 342 100.0%

[ 対前年増減 ] [7.5%] [20.1%] [18.8%]

営業利益 7.7 3.2％ 16.0 5.6％ 38 11.0％

経常利益 5.9 2.4％ 14.0 4.9％ 35 10.0％

当期純利益 2.7 1.1％ 6.0 2.1％ 20 5.5％

2012 年 3 月期売上高 1.5 倍（当期比）、営業利益率は 10％以上に成長

3 年後の姿
　現計画の期間外となりますが、2013 年 3 月期の計画数値の概略に

ついても「当社グループ 3年後の姿」として開示しております。

　2011 年 3 月期以降においても、ジェネリック医薬品の使用促進が

期待されることに加え、大型先発医薬品の特許切れが相次ぎ、そのジェ

ネリック医薬品が売上増収に大きく寄与することが予想されているこ

とから、2013 年 3 月期のジェネリック医薬品売上は 300 億円以上と

なり、連結売上高は 400 億円、営業利益率を 12%以上と見込んでお

ります。

ケミファグループ 3年後の姿

2011 ～ 2012 年 3月期　２ヶ年の数値計画見直し（連結） （億円）
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①連結売上高　400億円
②ジェネリック医薬品売上倍増　300億円
③営業利益率　12％以上

①

②
③
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ジェネリック医薬品売上 300 億に向けて
　当社は 2013 年 3月期のジェネリック医薬品売上を 300 億円とすることを目標としております。

　この目標の達成に向け、当社は研究開発、生産、営業といったジェネリック医薬品に関するサプライチェーン全体

にわたる強化に取り組んでおります。

研究開発
　ジェネリック医薬品の研究開発について当社は本中期経営計画において「今後新

たに上市する品目については、当社および当社グループ内における開発を行う体制

を構築すること」を目標として掲げております。これにより、来期以降の大型特許

切れ品目のほとんどを共同開発を含む自社品として上市することを予定しておりま

す。

2011 年 3月期 2012 年 3月期 2013 年 3月期

特許満了予定品目

ラタノプラスト（キサラタン）
ラベプラゾール（パリエット）

など

エダラボン（ラジカット）
ピオグリタゾン（アクトス）
リセドロン酸Na（ベネット）
ドネペジル（アリセプト）

など

パロキセチン（パキシル）
ロサルタン（ニューロタン）
モサプリド（ガスモチン）

など

品揃え予定品目数 9成分 16 品目 12 成分 24 品目 6成分 13 品目
GE 売上に占める
自社品構成比率 約 40％ 約 45％ 約 50％

生産体制
　従来、当社グループでは、新薬の製造を当社茨城工場にて行い、ジェネリック医

薬品の製造は子会社である日本医薬品工業が担ってまいりました。

　しかし、近年のジェネリック医薬品使用促進策によるジェネリック医薬品の需要

増や、今後の売上拡大に伴う生産量増加に対応するために、当社茨城工場を分社化

して日本薬品工業へと承継させ、グループ全体で生産機能の強化・効率化に対応す

ることといたしました。これは、日本医薬品工業が有するジェネリック医薬品の効

率的な製造ノウハウを単純に当社茨城工場に移植するだけでなく、長年にわたって

新薬の製造を行ってきた当社茨城工場が有する高品質な医薬品を製造するノウハウ

を融合させることを目的としております。

　この取り組みにより、日本薬品工業を新薬のみならず、ジェネリック医薬品にお

いても、高い市場競争力を持つ生産拠点として再編し、経営の効率化、企業価値の

向上に努めてまいります。

中期経営計画

主な特許満了予定品目について
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項目 金額

純資産 2,513 百万円
総資産 4,478 百万円
1株当たり純資産 7,855 円
売上高 3,478 百万円
営業利益 642 百万円
経常利益 625 百万円
当期純利益 359 百万円
1株当たり当期純利益 1,122 円

年月 項目

1960 年 日本薬品工業株式会社設立
一般用医薬品（大衆薬）の製造販売開始

1969 年 日本ケミファ株式会社（以下NC）の関連会社となる

2002 年 10 月 NCが日本薬品工業（以下、NPI）の株式10%をランバクシー・
ラボラトリーズリミテッド社（以下、RLL）へ譲渡

2005 年 11 月 NPI 株式 40%を RLL へ追加譲渡。NPI を NC と RLL による
50：50 の合弁会社とする

2009 年 12 月 RLL 社との提携関係を友好裡に解消
NCが NPI 株式 50%を買い戻す

2010 年  7 月 株式交換によりNCの 100%子会社となる

2010 年 10 月
（予定）

NC茨城工場（筑西市）を分社化。NPI に継承させる
同時にNC茨城工場を「日本薬品工業株式会社つくば工場」
と改称する

営業体制
　MR数はほぼ予定していた人員数となり、さらに効率的なMR活動を展開するた

めに、東京、名古屋、大阪を中心とした大都市圏に重点的に人員を再配置しました。

　また、限られたMR数で効率的に全国の医療機関をカバーするために、今後も全

国の流通卸との協力関係を維持・強化してまいります。

　さらに、新薬メーカーとして従前より協力してきた学会、研究会で培った人脈も

活用し、今後のジェネリック医薬品の売上拡大につなげてまいります。

中期経営計画

日本薬品工業の沿革および今後のスケジュール 日本薬品工業の個別財務状況

第９回DPCマネジメント研究会学術大会

（2010 年 3月期）
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社会から信頼される企業であるために
コンプライアンス
　当社は法令等の遵守と企業倫理の維持を事業運営上の最重要課題と

して位置づけ、法令や企業倫理の遵守に関するプログラムを策定し、

リスク管理、法令等遵守、情報セキュリティ等各委員会を中心に取り

組みを行っています。2002 年より社内通報制度 (Nippon Chemiphar 

Hot Line) の設置、運営を始めたことに加え、法令および社会規範を

遵守した行動をとるための行動基準について解説したハンドブックを

全社員に配布するとともに、特に日々の業務の中で関連の深い事項に

関しては各部署の法令等遵守責任者を中心に教育を行っています。

患者さん・医療関係者への取り組み

　当社は約 260 名のMR（医薬情報担当者）を全国に配置し、医療関

係者へ薬剤に関する情報を適正かつ迅速に提供するよう努めておりま

す。また、安全管理部内に「くすり相談室」を設置し、医療関係者、

患者さんからの問い合わせに対し細やかな対応を行っています。これ

らの活動により集積した情報を一元管理し、各部門へフィードバック

することで、より良い製品の開発や新たな情報提供につなげています。

・医薬品の適正使用に対する取り組み

くすり相談室に寄せられた相談件数

医師に情報提供を行うMR

法令等遵守担当役員

法令等遵守責任者

取締役会

事務局法令等遵守推進委員会

日本ケミファコンプライアンス体制
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　製造管理、品質管理が適切に行われていることを確認するために、*GMP、

**GQP に則った確認調査の手順書を作成し、取り組んでいます。また、原材料・資

材の調達や保管、製品の保管や輸送に関しては ISO マニュアルによる評価・確認作

業を行い、適正な管理の下で高品質の医薬品を供給できるように努めております。

・製造管理・品質管理

　医療関係者向けのセミナーに加え、市民向けの公開講座を開催し、

生活習慣病の予防・治療に関する理解を深めるための活動を行ってい

ます。また、加盟する日本製薬工業協会を通じた教育活動にも参加し

ています。

・各種セミナーの開催

地域社会

　60 周年事業・社会貢献活動の一環として、3事業所への AED 設置

を行いました。設置部署の社員全員が講習を受け、社員や近隣住民の

皆さまに不測の事態が発生した際に救命措置が施せるように取り組ん

でいます。

・AEDの設置

　茨城工場では、地区で活動する少年野球チームに無償で敷地内グラ

ウンドを提供しています。また、周辺環境の美化のため、定期的に清

掃活動を実施しています。

・茨城工場におけるグラウンドの無償貸与・清掃作業

2010 年 2 月　痛風・核酸代謝学会にて開催
した市民公開講座
毎回 100 ～ 150 名の市民の方々にご参加頂
いております

*　  Good Manufacturing Practice
　　医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理規則
**　Good Quality Practice
　　医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療機器の品質管理の基準に関する省令

グラウンドを提供している野
球チーム
少年野球日本代表メンバーも
輩出しました

社会から信頼される企業であるために

AED設置と講習会風景

茨城工場周辺の清掃活動
日本ケミファ株式会社｜ 17



チームリーダー向けコーチング研修
従業員への取り組み

　各職種・年代に応じて充実した研修プログラムを制定しています。

また、キャリア育成に関するアンケートを年に 1回実施し、適宜管理

職とのミーティングを行う等、従業員一人ひとりが各自の希望や適性

に合ったキャリア形成をしていけるように支援しています。

・キャリア育成

　育児、介護との両立のために、育児休業規定・介護休業規定を定めています。育

児休業に関しては、直近 3年間で 10 名の社員が制度を利用しました。

・育児・介護との両立

　社内外でのセクシャルハラスメントを防止するため、マニュアルを制定し研修を

行っています。通報・相談機関を設け、防止・改善に対する社内制度も構築してい

ます。

・セクシャルハラスメント防止マニュアル

環境への取り組み

　当社茨城工場 (2010 年 10 月 1 日より日本薬品工業つくば工場へ名

称変更 ) では、2002 年に環境に関する国際規格である ISO14001 を取

得しました。環境委員会を設置し、より環境にやさしいマネジメント

システムの構築に向けて取り組んでいます。

＜主な取り組み＞

・環境方針を文書化し、全従業員に配布するとともに周知徹底を図り、

適切な教育訓練を行う。

・電力及び灯油使用量を効率的に削減し、地球温暖化防止を図る。

・資源の有効活用のため、廃棄物の排出量の削減と再資源化を推進す

る。

・資源枯渇を防止するため、水使用量の削減を推進する。

・化学物質による環境汚染の防止に努める。

・ISO14001

5 ～ 7 年目研修でのロールプレイング

茨城工場

社会から信頼される企業であるために
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　消費電力削減の為、2006 年からクールビズ（6月～ 9月）を実施

しています。2010 年 3 月期は、クールビズ開始前の 2007 年 3 月期

と比較して、クールビズ運用期間の月平均で約 10%の消費電力を削

減いたしました。

・クールビズ

社会から信頼される企業であるために

　限りある水資源の節約のために、本社ビルの改築を契機に節水トイ

レ・節水バルブを採用し、水使用量の削減に努めています。改築前の

2007 年 3月期と比較して、月平均約 23%の水使用量を削減しました。

節水への取り組み

　2009 年 8 月 1 日から 9月 30 日までの間、燃費を意識した運転と

無事故を目標とするエコ安全ドライブキャンペーンを実施しました。

今後も年に数回の同キャンペーンを実施していく予定です。

エコ安全ドライブキャンペーン

　CO2 削減の為、計 7台のハイブリッドカーを導入しました。より

環境負荷の少ない営業活動を目指し、今後も随時導入を予定していま

す。

ハイブリッドカー導入

本社におけるクールビズ導入前後の電力
消費量の比較
（2007 年 3月期を 100 として比較）

本社リニューアル前後の水使用量の比較
（2007 年 3月期を 100 として比較）

エコ安全ドライブキャンペーンのポスター
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取締役および監査役
　（2010 年 6月 29 日現在）

代表取締役社長、CEO

　山口　一城

取締役、専務執行役員

　矢田　弘道

取締役、常務執行役員

　貴志　康夫

取締役、常務執行役員

　森　　治樹

取締役、執行役員

　轡田　雅則

取締役

　畠山 　正誠

常勤監査役

　加藤　曻

監査役

　高橋　剛

監査役

　進藤　直滋
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財務セクション
　以下財務セクションは日本ケミファが 2010 年 6 月 30 日に提出した有価証券報告書（2009 年 4 月 1 日～ 2010 年

3月 31 日）の連結財務部分（p35 ～ 72）と同じです。
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会社概要

本社：〒 101-0032

　　　東京都千代田区岩本町 2丁目 2番 3号

電話：03-3863-1211

ファックス：03-3864-5940　

ホームページ：http://www.chemiphar.co.jp

支店：札幌、仙台、東京、横浜、関越、名古屋、大阪、広島、福岡

設立：1950 年 6 月 16 日

資本金：4,304 百万円

従業員：714 名（連結）

子会社：

日本薬品工業 株式会社

株式会社 化合物安全性研究所

シャプロ 株式会社

関係会社：

ジャパンソファルシム 株式会社

上場金融商品取引所：東京証券取引所市場第一部上場

発行可能株式数：154,000,000 株

発行済株式数：38,522,301 株

株主数：7,473 名

　（2010 年 3月 31 日現在）
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〒 101-0032
東京都千代田区岩本町 2丁目 2番 3号
TEL : 03-3863-1211     FAX : 03-3864-5940　


